
福音寄甫立聾史資料

三

テ

幸

一

戸

主

主
義
一
角
一
-
一
左
玉
県
会

乞
{ 
戸

~ 

Z宅

4 -

三三
轄一
、

年這草書 = 

箆 雪ー

， ヨヲ

去三=

R 

F -
， 

ミシ

ム〆

吾妻ア ~一一一

=手戸

-
A 
会

守

ー

t-

7 -~(昭和53( 1978)年度)

~ 

ラ雪量

層

宿三

舎一

昨 手伝
忌与戸

長
~­

E 忌

~. ， 

註

} 

ー
をき老

ーー

-警一
Et--石器
望
書
♂

己主

宇語

関O.

三
一
橋
弓
広
三
三
一

-毛
J
J
s
d
¥

志
村

ー
. 

三戸時一

百

AZ--E亨

ーョーー

4
5
2
一一言

三き

ー宗

主主義

ゑ-
J

一喜一一一連

よミ

ー事

乏
E
5
4

義一

42ZZFY-z-vd 

U 
主Z

己乏聖子

委手

草書

F 

広ょ
F 

昭和5~年計 979)利

弐

ミ雪量 ι 

過，
「 ラー
z 

吾矛

z

一-
一ι士二
L
目
、

5

F

ん
幸
子

2
f
-

、:さ

ミ三

定量

Tぞ

'"ー
と

一、正、

時 三三告
でb

::;;;:--

主
主ミ

「ミ

= 芳一、
一

s 
2ミ
V 

戸

(、

ーユミ=

E 

会 R

'" 

忌プ

~ 

-r 

一〆

ヨテ

望Z

S 
存ぎ

逗き
さ?

Z主
主
管 =

・ ちえ

-竺F
tタ

ミλ三五

臣

官Z
F 



目次

序…… H ・H ・...

1 53年度の資料館の活動…・・・・・…・・ 2
1 展示…・…....・ H ・-….............・H ・...........2

(1)常設展示....・H ・...・H ・-…・ .............…… ・…・2

(2)企画展示………… ……...・H ・............・H ・.2

(3)特設展示-……-…....・H ・-……………・……・・2

2 資料収集・・......…...・H ・......・H ・...…・ ・…・ ・・5

(1)購入資料….........・H ・....・H ・...・・・…-一……・5

(2)寄贈資料… …・…....・ H ・....……..・・H ・H ・-….6

(3)借上資料............・H ・....・H ・.....一 …-・・…・7

(4)寄託資料… -…一…....・H ・....…・・…・……・…7

(5)資料補強等・.. 

(6)レプリカ作製....・H ・.........・H ・.......… ・・H ・H ・.7

(7)スライド作製-…………………… …… .8

3 普及活動………・........・ H ・....・H ・....・H ・-…8

(1)刊行物・目H ・H ・..…"."・H ・-………-…・...…...8

(2)資料の利用…・・・H ・H ・.....…・・…….，....・H ・...8

4 調査研究…

(1)特設展準備調査 ……....・H ・..……...・H ・...・H ・9

(2)常設展示改訂のための調査・・ H ・H ・.....・H ・-…..9

(3)歴史資料調査….....・ H ・.......・H ・....…・・・………9

(4)玄界島調査………H ・H ・..…H ・H ・-…・…...・H ・...9

E 施設管理業務の概要 …… .....・a・・……10
1 施設の整備 ・補修....・ H ・.........・ a・....・ H ・"10

2 施設管理業務の委託 ・・H ・H ・-………・……10

職員の調査 ・研修 ・・H ・H ・-…...・H ・.....・ H ・.......・a・'10

歴史資料館協議会 ・

入館者の動向....・H ・...・H ・........……………....・H ・'12

図書…

購入図書・…….....・H ・-……....・H ・..........… ・...13

2原本複写図書...・ H ・............…・・………...・H ・'14

3寄贈交換図書 ........

昭和53年度予算・........................................・・・・21

福岡市立歴史資料館条例 ・…-・….....・H ・....・H ・"'22

福岡市立歴史資料館施行規則....・....…...・H ・-…・22

資料館平面図….，..・ H ・..，.・H ・........・H ・........・H ・-…24



序

乙のたび，福岡市立歴史資料館より年報第7号を刊行することになりました。

開館7年目をむかえた当館の歩みも，種々の施設条件の不備な面を克服しなが

ら利用者各位から望外な評価をいただくなどいささかの進歩があるように感ぜら

れる半面，常設展示が利用者になおいっそう理解し易く，親しみのもてるよう改

訂するとと，収蔵資料が即座lζ公開できるよう的確な分類基準によって整理をす

るととなどが今後の主要な課題と思われます。

市民各位をはじめ学識経験者および歴史資料館協議会その他関係機関各位にお

かれましては，今後とも倍旧の御指導と御協力をお願い申し上げます。

昭和54年6月1日

教育長戸田成

内乙，、，

福岡市立歴史資料館では.53年度の主要事業として，固有の歴史的環境と文化

的価値をもっ郷土の原始古代の文物展「銅矛と銅鐸一弥生時代の祭器とその鋳

型J.江戸時代の先学者の業績展「国学者青柳種信一筑前考古学のくさわけー」
や市民有識者各位のなかから30人の方々を調査委員lζ委嘱して5区24地域に及ぶ

資料所在の実態を把握する「歴史資料保存整備基本調査Jとその一環をなす「玄

界島史資料調査」を企画実施して，所期の目的の一端を果たし得ましたととは御

同慶のいたりに存じます。

年報7号は.53年度の広範な館業務の運営経過を記録したもので，歴史教養施

設の重要な刊行物のひとつであり，乙の年次記録は，福岡市史の一連資料にも将

来はなりましょう。

市民的研究施設である当館の歩みも，館員一闘がいたずらなひとりよがりにお

ちいらぬよう，また，市民サービスがおろそかにならぬようおたがいに戒め合い，

史資料の保存活用に深い見識をもっ奉仕者としての使命をいっそう自覚して自己

の研鎖に勘み，思索を重ねながら目的達成lζ向Iヲて一歩一歩近づくべく気力をふ

るい起こさねばと努めてし、ますe

乙れもひとえに，市民各位;をr孟じめ研究者各位のあたたかいなかにも厳しい御
援助，御指導l乞よる乙とが多心、常々感謝いたしておりますが，今後ともさらに

いっそうの御鞭鐘と御支援をお願C，、申し上げます即

m正=
也て

昭和54年6月In目

橋 博館長石

1 
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1 53年度の資料館の活動

1展示

(1) 常設展示

常設展示は，福岡平野の歴史的・地理的特徴と，弥

生時代を中心とした原始・古代の生活・文化を示すも

のである。展示品は，福岡市と周辺で出土した考古資

料が主で，乙れらを， (1)先土器・縄文時代， (2)弥生時

代， (3)古墳時代， (4)太宰府と鴻腫館， (5)対外貿易(陶

磁器)， (6)郷土の先学の業績の6部門にわけで展示す

る。乙の展示方法は開館以来，変更なしにつづけてい

るが，観覧者の期待と理解iζ応えるには，多くの問題

が生じている。常設展示の全面的な改訂が必要であ

り，乙乙数年のうちに，十分な研究と計画をねりあげ

て，常設展示を一新する予定である。今年度は若干の

資料の入れかえを行ったにとどまる。

第1展示室

先土器時代，縄文時代，弥生時代を展示する。展示

品は，福岡市諸岡遺跡・蒲田遺跡出土の石器(先土器

時代)，福岡市元岡瓜尾員塚・飛櫛貝塚，県内各地お

よび宮崎県・熊本県出土の土器・石器・骨角器(縄文

時代)である。弥生時代は，鏡・剣・矛・文・万など

の青銅器・鉄器と青銅器鋳型，労働・生活具(石庖丁

・石斧・鉄製農具・緩・紡錘車・木製農具等)と，宝

台遺跡模型，竪穴住居復元模型を展示する。

第2展示室

縄文式土器・弥生土器を編年煩にならべる。

第s展示室

-宮の前遺跡)により展示し，社会の分化過程を示

す。また志賀島出土の金印(レプリカ)と弥生時代装

身具，石剣，石銀および今山出土石斧未製品を展示す

る。

第4展示室

対外貿易(陶磁器)の部門。市内出土の平安時代を

を中心とする中国製向磁器を展示している。

第5展示室

スライド・スクリーン室。前年度までの5台のスク

リーンを撤去し 4種のスライドを組み込めるスライ

ド装置 1台ととりかえる。地下鉄路線内遺跡，仙厘和

尚，筑前万，博多織の4種を紹介。

第B展示室

古墳時代，大宰府と鴻趨館，郷土の先学の3部門を

展示。古墳時代は老司古墳，五島山古墳，丸隈山古墳，

天神森古墳等出土の鏡・玉・銅銭・装身具などの他lζ，

市内各古墳出土の円筒埴輪・土師器・須恵器・祭紀用

滑石製品・鉄製農具等を展示。また丸隈山古墳石室模

型と片江古墳群 6~8号墳の模型も展示する。

大宰府と鴻腫館は，奈良~平安時代の瓦・土器の他に

緑紬陶器片，墨書須恵器片，大宰府出土木簡(レプリ

カ)を展示し，パ才、ルにより大宰府の役割を説明す

る。また京ノ隈経塚1号主体部模型と出土品も展示し

ている。

郷土の先学部門では，貝原益軒，亀井南冥，青柳種

弥生時代の墓制を遺跡模型(金隈遺跡・宝満尾遺跡 信，野村望東尼，中山平次郎の業績を紹介する。

(2) 企画展示

縛多紙園山笠展

7月1B~15日，第 6 展示室。 筆 (1788年)と二代三苫英之筆(18必年)各六曲半

博多山笠の行事にあわせて例年行っているもの。本 双)，山笠手拭，山笠たすき，参考文献を展示し，解

館所蔵の「博多山笠扉風JC紙本著色，初代三苫主清 説パンフレットを配布した。

(3) 特設展示

今年度は特設展示を2回実施した，ひとつは「銅矛 展)，ひとつは「国学者青柳種信一筑前考古学のく

と銅鐸一弥生時代の祭器とその鋳型ーJ(第3回特設 さわけ-J (第4回特設展)である。

~ 



銅矛と銅鐸一弥生時代の祭器とその鋳型一

会期 7 月 20 日~ 8 月 31日(月曜休館)

会場第5・第6展示室

入場料 一般 ・大学生・高校生100円(団体80円)

小学生 ・中学生50円(団体30円)

図録 21.7cmX20.2cm 32ページ 1部300円で 頒

布，他lζパンフレット (B5版4ページ)を

配布。

弥生時代は金属器がはじめて用いられた時代であ

る。この時代の青銅器は，まず朝鮮や中国で作られた

ものがもたらされ，ついで弥生社会でもその製作が開

始される。それとともに，青銅器は大形化し，非実用

的なものとなる。 ζれらは祭りの道具=祭器と考えら

れる。北部九州を中心K分布する剣 ・矛 ・文の武器形

祭器と近畿地方を中心lζ分布する銅鐸がそれである，

前者は石製鋳型で鋳造され，福岡市を中心とする北部

九州地域から鋳型が数多く発見されている。後者の石

製 ・土製鋳型は近級地方で近年発見されはじめた。

今回の特設展示は，これら祭器とみなされる青銅

器と，その製作に用いた鋳型をとおして，当時の鋳造

技術と祭器のあり方，さらには弥生社会の地域性，青

銅製品の流通を考えることを主眼として開催した。

口
問-不展

銅剣鋳型4点，銅矛鋳型7点(うちレプリカ 2点、)，

銅文鋳型14点(うちレプリカ 4点)，銅鐸鋳型5点(

レプリカ・ 写真パネノレ)，銅釧鋳型2点，ガラス勾玉

鋳型3点，種別不明鋳型6点 (う ちレプ リカ1点、)， 

鋳型写真 ・拓本パネ Jレ3枚，武器型祭器(細形銅剣 ・

矛 ・文)36点，銅鐸13点(うちレプリカ 4点)，銅鐸

拓本3点など，合計120点。

3 

展示にあたっては京都国立博物館 ・九州大学 ・広島

県教育委員会 ・福岡県教育委員会・字佐市教育委員会・

春日市教育委員会 ・大阪市立博物館・神戸市立考古館・

田能資料館 ・辰馬考古館 ・九州歴史資料館 ・北九州市

立歴史博物館 ・熊野神社 ・志賀海神社 ・住吉神社 ・妙 入場者大人 ・大学生 ・高校生 2，768名， 小・ 中学

楽寺 ・糸島高校 ・夜須中学校の機関，および個人所蔵、 生1，489名，招待券入場者182名， 合計4，439名，入場

者各位より資料を借用し，その他の機関 ・個人より援 料収入347，510円， 図録売上げ収入500冊 150，000円。

助を受けた。
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国学者青柳種信一筑前考古学のくさわけ一

会期 3 月 1 日 ~3 月 20日(月曜休館)

会場第5・第6展示室

入場料 一般・大学生 ・高校生100円 (団体80円)

小学生・中学生50円(団体30円)

図録 B5版 20ページ 1部400円で頒布。 他fC

パンフレット(85版2ページ)を配布。

青柳種信 (1766ー1835)は，福岡落le仕え，本居宣

長の弟子として，国学研究にはげんだ。その学聞は多

岐にわたり，多くの著作を遺している。 r沖ノ島防人
日記J，r香椎繭宮記J，r宗像宮略記J，r後漢金印略考J，
「柳園古器略考jなどが著名である，また子息 ・弟子

らfCよって死後に完成された「筑前国続風土記拾遺」

は種信最大の編著である。種信関係資料の主要なもの

は空襲で焼失したが，種信縁故の山崎家Iζ保存されて

いた資料は，近年当館の所蔵となった。 ζの資料の中

lζは， r後漢金印略考」の草稿や 「柳園古器略考」の
ための造物の図 ・拓本， r拾遺」編纂のため筑前園内
を歩いた時lζ作ったとみられる古器物図面等，考古学

古器物学関係、の資料が含まれている。

今回， ζれら古器物学 ・考古学関係資料を中心fC，

種信の学問を示す資料をあわせ展示し，郷土の先学青

柳種信についての理解を深める目的で特設展を開催し

Tこ。

展示品

館蔵資料中，種信の考古学 ・古器物学を示す図面 ・

拓本 ・草稿を中心とし，他fC，乙れらに関連する実物

資料と種信の学問領域を示す稿本 ・写本等を館外より

借用した。総数47件 130点余。主なものは，肖像画，

筑前国続風土記拾遺，益事津島防人日記，日本書紀講説，

香椎廟宮記，宗像宮略記，満盛院文書，種信あて本居

室長 ・伊能忠敬書簡，三雲村古器図説草稿，後漢金印

略説，熊野神社銅矛鋳型図，宗像経石銘考，古器物図

面(銅文 ・石文 ・焚鐙 ・経筒 ・帯日鏡 ・中国鏡 ・面 ・鰐

口など)，天蓋光心，銭弘倣パ万四千塔，三雲遺跡出

車

土品など。 の協力を得た。

展示lζあたっては福岡県教育委員会，福岡県文化会 入場者大人 ・大学生 ・高校生940名， 小 ・中学生

館，九州歴史資料館，宗像大社，香椎宮，太宰府天満 216名，招待券利用者57人，合計1，213名，入場料収入

宮，観世音寺，誓願寺，丸隈山古墳保存会，妙正寺等 103，640円，図録売上げ収入241冊96，400円。
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購入資料(1) 

今年度購入した資料は，文書2件12点，書跡2件 2

点，典籍7件45冊，書冊 1件 1点，絵画 l件 1点，考

古資料 1件 1点，計14件である。以下lζ列挙する(必

B 78-1 

永仁2年 8月たて山の事

王丸文書

(1胎土荘方王丸名の内，

は受入番号)。

(預所権別当司法限某下知状案)1通10日 B78-1U1) 

年末詳10月3日

(王丸名知行を安堵したもの)

王丸左京亮宛(2)源箸盛安堵状

包紙あり1通

1通年未詳 8月24日王丸西宛(3)少武頼為害状

享禄4年10月19日

享禄4年11

天文3年9

王丸兵庫允宛

王丸市徳宛

王丸兵庫允宛

包紙あり

(6)大神縫殿助元直打波状

(5)島田源太郎通勝書状

包紙あり

l通

1通

(4)杉興長書状

月21日

月10日

l道

天文13年3月21日(7)大内義隆袖判相続安堵状案

(王丸兵庫進の相続を認めた安堵状)1通
B78-5 B78-2 

天文22年

元和8年 3月

1通

王丸兵庫允宛

御小姓中宛

年未詳3月13日

(8)大内義長奉行人連署状

(9)林権七郎l侍成嘆願状

1通

UO)藤左衛門事状

1通

4月10日

6日

天文22年間正王丸'鶴寿丸宛日1)王丸兵庫允隆譲状

(恰土君11安恒包紙あり1通(軸装)月23日

名の内，王丸拾五町地を養子王丸鶴寿丸IC譲る譲

状)

乙の王丸文書は，嘉穂郡碓井町坂口宣光氏IC相伝

伝来され，明治の頃，児玉穏により採集整理された

B78-6 39通のうちのものである。

1892年刊山田安栄編2冊1冊B78-2燦山日記

宝永7年(1710)員原益1冊B78-5女大学宝箱文政3年朱点付亀井昭陽著の写本

9月に江戸八丁堀の保坂享和2年 (1802)軒著風俗絵巻図画刊行会3冊B78-3蒙古襲来絵詞

宝永5年(17貝原益軒著

栄蔵が刊行したもの。

20冊B78-6大和本草

1916年刊

B78-4伏敵編，靖方淵源，竹崎季長蒙古襲来絵詞
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B78-10 
8)完成。宝永六年 (1709)京都の書林，永田調兵衛

が刊行した初版本。

貞享5年(貝原好古編4冊日本歳時記B78-7 

1688) .浪速日進堂蔵版。

元禄10年(1697)平安城4冊B78-8新編漢事始

書林刊。
4
・2耐八一

h

J

岡部啓五郎著冊B78-9九州鉄道旅客便覧 18 

九州貫通五市街地図付。93年発行

1巻B78-10黒田家家系申立書

B78-11 
黒田家の重要な乙とがらを覚書風lζ整理し，系図

を整えるためのひかえ。江戸初期のものらしい。

B 78-11野村もと(望東尼)書簡 軸装 H高

安政5年 (1858年)または6年 6月29日K記した

もとのものらしい。当時大阪滞在中の大限言道と，

仲介をしている歌人からの手紙受取のお礼と老人(

主人)の近況をつげる内容。

軸装H高B 78-12亀井少架函(自画賛「白菊J) 

「秋菊倣霜可以浮酒君菊の絵IC書を添えたもの。

「少架併題」とある。子飲之万年其寿」

1口B 78-13人面付銅文

福岡県内出土という。鋒部一部欠失。茎の片面IL

人面を陽鋳。関部iζ 1カ所鋳かけあり。人面付銅文

としては，福岡市西区白塔出土品(本館蔵)につい

で2番目の例。両者の人面は酷似。全長40.9cm。

享保版宮崎安貞著11冊B 78-14農業全書
B78-13 B78-12 

寄贈資料(2) 

中石堂fflr一番山笠の写真今年度は下記資料の寄贈を受けた。

山崎八重子氏寄贈P78-3青柳種{言資料6幽半双P78-1博多古説風俗絵扉風

短冊211枚，本居宣長逝去にともなう祭文 1葉，故朽網勇成上人寄贈

漢詩1築山笠.ICわかの各面下部lζ松ばやし，どんたく，

長野美種氏寄贈。P78-4 長野種正資料絵をえがき(上回昇邦画).その上lζ由来の説明を

1冊，和歌雑集 1冊。長野種正院政仁御製和査員

は青柳種信の長子。松浦敬子氏寄贈

記す(五世白遊季月)。

1枚山笠写真P78-2 
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体

P78-2 P78-1 
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P78-4 P78守3

借上資料(3) 

2面 ・銅鉱8点 ・玉7点等，石文 1口，経筒 1本，有償で借用 している資料。 14件 (369点)のすべて

瓦5点，滑石模造品34点，縄文土器片多数，縄文時が考古資料である。主なものは下記のとおり。

代石器数十点など。中広銅矛10ロ，海獣葡萄鏡 l面，五島山古墳出土鏡

寄託資料(4) 

ている資料も寄託扱いにしているが，その量はきわめ寄託を受けた資料で，考古資料を主lζ，10件37点で

て多い。ある。なお文化課保管の発抑調査出土品中から借用し

資料補強等(5) 

古器物図面92枚，考古学関係図 ・文書13枚，古地図青柳種信資料のうち，特設展 「国学者青柳種信一筑

9枚など。前考古学のくさわけ 」に展示するために，考古学 ・

古~物学関係資料の裏打ちを行う。

弥生R 78-2木製杵(福岡市西区四箇遺跡出土)

時代

古墳

レプリ力作製

R 78-1木製鍬(福岡市西区四箇遺跡出土) 1 

時代

(6) 
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上R78-4，下R78-2

R 78-3木製四胸付容器 (福岡市博多区三筑中学校建

設予定地内遺跡) 1 古墳時代

R 78-4木製鋤(福岡市博多区板付遺跡出土) 1 弥

生時代

(7) スライド製作

第5展示室スライドスクリ ーン装置用として下記の

スライドを作製した。

地下鉄路線内の治跡調査(2) 24コス 6分43秒

時副

3 普及活動

(1) 刊行物

1 歴史資料館年報Jfo:6 (昭和52年度 B5版26ペ

ージ。 6月20日発行。関係者 ・関係機関K配布。

2 野村望東尼遺品図録 B5版74ページ。 12月15日

発行(資料館図録第4集)。関係者 ・関係機関K配

布。

昭和52年3月31日K，野村家lζ保存されてきた野

村望東尼関係資料が本館の所蔵資料となった。本書

はこれら資料の目録 (21ページ) ・資料写真 (48ペ

ージ) ・野村氏系図 ・望東尼の学統 ・望東尼年譜よ

りなる。

3 玄界島史資料調査概報 B5版44ページ。 3月24

日発行。関係者 ・関係機関κ配布。 (4調査研究の

項参照(後述)J。

4 福岡市立歴史資料館研究報告第3集 B 5版72

ページ。 3月31日発行。関係者 ・関係機関lζ配布。

<収録論文>

(2) 資料の利用

筑紫豊福岡藩の国学者青柳種信の研究国一蹴津

島防人日記一

三島 格館蔵本「豊前・筑前其他出土考古品図

譜」解題

5 特設展図録銅矛と銅鐸一弥生時代の祭器とその

鋳型ー(資料館図録第3集)

第3回特設展 (前述)で有償頒布。

6 特設展図録国学者青柳種信一筑前考古学のくさ

わけー (資料館図録第5集)

第4回特設展 (前述)で有償頒布。

7 ノマンフ レット

入館者lζ無償で配布する展示概説。常設展パンフ レ

ッ卜(日本語と芙 ・中文)の他K，今年は企画展示

山笠展(前述)， 2回の特設展示に際しそれぞれ展

示概説のパンフ レットを配布した。

研究者 ・学生 ・出版社等による館蔵資料，館建物( 研究5件，学校教材3件，他の博物館など2件， 県 ・

重要文化財)の諸調査 ・写真撮影 ・印刷物掲載等の申 市の機関 2件，出版社10件，放送3件，新聞報道 1件

請は34件あった。内容は，研究者8件，学生の卒論 ・ である。
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4 調査研究

(1) 特設展準備調査

第3回特設展「銅矛と銅鐸J (前述)準備のための

諸調査・研究。 4~6月 iζ実施。担当者後藤。

第4回特設展「国学者青柳種信J (前述)準備のた

めの諸調査・研究。担当者筑紫(嘱託)・斎藤(嘱託)

(2) 常設展示改訂のための調査

開館以来一部資料の入れかえにとどまっている常設

展示の全面的改訂のための調査をはじめる。資料館関

係者の怠見聴、取，他館の展示の見学等を機会あるごと

に行う。 ζの中で改訂の方向づけを行い， 2~3 年以

内Ir:常設展示の全面改訂を行う予定。担当者後藤。

(3) 歴史資料調査

前年度より，市内に存在する歴史・民俗・美術・考

古資料の調査を行っている。その第2年度である。前

年度にひきつづき，所在調査を実施し，資料の所在を

カードiζ記入した。今年度をもって所在調査を終了し

これにもとづき53・54年度iζ専門調査を行う予定。

今年度の所在調査は，市域を24プロックにわけ，下

記の調査委員に委嘱した。

東区=日下部園男，末信源蔵，大峰金五郎，矢野静

戸，葦津国彦，浜田昌治

博多区=波多江五兵衛，石橋源一郎，平岡治吉，八

尋勇

中央区=波多野聖雄，帯谷瑛之介，橋本新八郎

南区=大庭暢一，小手川高造，渡辺文吉

西区=坂牧周祐，坂口守，鶴田忠，土斐崎種美，牛

尾準一，石津司，姫野典山，高田茂広，木下

茂，上嶋仁洲

全般=広渡正利，曽根回諭，安川巌，中原志外顕

調査結果は別表のとおり。

(4) 玄界島調査

上記歴史資料調査のー混として，調査対象地域Ir:入

れていなかった玄界島の調査を実施した。

(1) 地区別( 1内は52<1'度

区 |東|博多|中央|南|西|全般|市外|計

251 
件数 1<::11 ;:|二|401 (10)1 (386) 

百雌 5.131 
点数 (256) 

制 (約制(す~) 伽 3ω 〈約4.110)
両年度 国7

合計
3468 1 1:!|;:|5::121330 9.241 

(2) 種類別< 1内は詔年度

麗矧|醐文書|美術|民俗|考 古| 針

251 
。お) (祖6)

1 (~:蜘|醐|伍~) 1 師 15m
点数 制1・捌 例酬 〈約問 (約\~~仰.11

同年度| 叫 Lニトユl合計 4.916点

実施期日 11月15日・ 16日

調査員

高田茂広(北崎小学校西浦分校教諭)書跡文書

柳沢一男(文化課技術職員)考古資料

八尾敏則(歴史資料館職員)万剣

斎藤豊(歴史資料館嘱託)書跡・文書

筑紫豊(文化部嘱託)民俗

637 

9.241 

調査の概略第1日は，公民館2階大広間Ir:展示さ

れていた資料の調査を行う。資料の撮影および島民へ

の資料解説もあわせて行った。重要な文書は借用する。

第2日は，公民館長宅に資料が集められ，その調査を

行う。その後伊藤健蔵氏宅の資料と，公民館にもち込

まれた資料の調査を実施した。

調査した資料は17ト 180点である。島の歴史を知る

上での書跡・文書・縁起，祖先が旅先でもとめた民具

・漁具・農具，海中よりひきあげた陶器等多様な資料

であった。

調査結果については「玄界島史資料調査概報JIζ報

告した。
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E 施設管理業務の概要

1 施設の整備・補修

(1)工事

1)雨・排水溜祈および排水路設置 2)電話内線増設

(2)修理

1)ペンキ塗替(外柵・クーリングタワー・門扉等)

2)収蔵庫空調設備加湿器配管付替およびクーラーフ

ァン洗浄 3)非常用放送器バッテリー取替 の複写

器修理 5)トイレボーJレタップ取替 6)煙感知器取

替 7)タイプライター修理 8)門扉箱錠取替の標

示板欠落部補修

2 施設管理業務の委託

(1)清掃・警備等業務

受付，館内外の巡視・警備(昼・夜)，施設の清掃，

施設の空調・冷暖房機器の操作・点検・保守

業者名 (株)シンコー

(2)重量物運搬(移動)業務

第1・第3展示室窓ガラス清掃のための大型陳列ケ

ース移動 業者名 日本通運福岡支庖

(3)設備機器等の保守点検業務

自家用電気工作物財)九州電気保安協会福岡支

部，電話交換設備=富士通興業(株)九州通信営業

所，自動火災報知設備非常用放送設備=日本信号(

株)九州営業所，盗難火災非常通報設備=(財)電

気通信共済会福岡営業所，収蔵庫空調設備=(株)

菱熱，展示室等空調設備=山武計装(株)福岡営業

所，暖房設備=(株)巴商会福岡営業所，冷房設備

=九州目立冷機(株)

(4)鳩害防除業務 イカリ消毒(株)福岡営業所

(5)地下室くん蒸消毒業務 イカリ消毒(株)

職員の調査研究

内 ?(f. |期 用 務 先 |出張者

特設展示資料撮影 5.25 |夜須町・久留米市 |後 藤|

特設展示資料撮影 6. 1 |春日市・前原町

北別九展州開市会式立歴史博物館開館三周年記念特 7.25 |北九州市 |石 橋

北五九周州年市記念立九「州韓民国芸の資伝料統館工北芸九展州J市開街会j十式 8. 1 |北九州市 |石 橋

太宰府発掘十周年記念展開会式 10.15 |太宰府町 |石 橋

「古唐津展」展観視察 11. 5 |佐賀県立博物館 |石 橋

歴史資料調査事前協議 11.10 |玄界島 |石 橋

玄界島歴史資料調査 11.15~16 |玄界島 |会 藤尾

第26回全国博物館大会 11.20~22 |東京都 部

学芸員資格取得講習 1 1. 3~12.22 国立社会教育研修所 |後 藤

施設の管理運営状況調査 2.2ト 2.25 I欝鞍番号炉 尾

54年度特設展示資料調査 3.12~ 3.16 大阪府文化財センターその他|後 藤

施設の管理運営状況調査 3.2ト 3.28 I 博名物古屋館 大資阪料館， 岡山 部

との他lζ特設展・常設展の展示資料借用交渉・資料運搬・返却のための出張。
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歴史資料館協議会

委員名簿

(1) 5咋 2月4日までの委員(五十音順)

氏 役 職 名

井上 忠 |福岡大学人文学部教授

岡崎 敬 |九州大学文学部教授

@鏡山 猛|九州歴史資料館館長

要 照夫|鱒事鶴協議
川添昭二|九州大学文学部搬

谷口鉄雄|北九州市立美術館顧問

閏村岡澄|九州大学文学部教授

0筑紫 豊 |福岡県文化財保護審議会委員

秀村選三 I九州.大.学2新経任済学部教授

平 島 貴 義 I福5(県3岡.立7県.筑1高0新紫等丘任学E校 部史教会諭会)長

平田 寛|九州大学文学部教授

平林 豊|融護者2妥当謀議〕
藤井 功 |福岡県教育庁文化課長

0三宅安太郎|福岡県文化財専門部会委員

森 貞次郎 |九州産業大学教養部教授

安河内和好|翼駅長室警察革委裂塁手会

八尋和泉|謹歴史資料館学芸一課技術

開催状況

第1回 53年5月19日

53年度実施事業計画について

1)歴史資料基本調査計画案

2)博多祇園山笠展開催計画案

3)特設展「銅矛と銅鐸」開催計画案

第2回 53年9月22日

1)53年度上半期実施事業の概略報告

2)第26回全国博物館大会出席者の推せんについて

3)日年度下半期事業実施計画

4)54<年度主要事業計画案

第3回 5咋 1月26日

1)第26回全国博物館大会参加報告

(2) 54年 2 月 5 日~56年 2 月 4 日の委員

区 分|氏 名|役 職 名

平島 貴義I会福等学岡会県校長高教(県諭等学)立校筑紫歴丘史蔀高

平林
豊l璽監護iip需

学校教育及
O安河内和好I福究住岡会吉市代小小表学校学(校校福社岡長会)市科立東研び社会教育

関係者

江頭光|藷iiiF購圏
0鏡山 猛|九州歴史資料館館長

矢野静戸|福岡市名島公民館館長

石橋源一郎I文式博化会多連社を語盟取締会る会員役，会〈博セ長多〉キ町ソ株人
井上 忠|福岡大学人文学部教授

岡崎 敬|九州大学文学部教授

川添昭二|九州大学文学部教授

学識経験者
武野要子|福岡大学商学部教授

田村園澄|九州大学文学部教授

@筑紫 封書星雲会E文化財保護
秀村選三|九州大学経済学部教授

広渡 正利I福議ス専岡会県門副学地会校方長史総(佐務研究部藤連長ピ絡)ジ協ネ
森貞次郎|量州産業大学教養蔀教

@ 委員長 O 副委員長

2)野村望東尼遺品図録刊行報告

3)特設展「国学者青柳種信」準備状況

の実物資料の購入について

5)回年度歴史資料調査の経過について

第4回 54年3月23日

1)新任委員の紹介と正副委員長の選出

2)53年度実施事業の報告

3)54年度事業実施計画・予算の概要
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入館者の動向

表1 入館者の内訳

月| 個人入品-~-- -T団体入白五|合
l 一般|学 生

(蟻)I男|女|小|中|高|大|小計|刊小|中|高|大|小計|計
(認)1 吋吋ヰ 801 司叫1.16~ 71 ~ 291 -1 -1 581ωq 
(絹)1吋判吋ロ61 491 861 1.2911叫叫 -1 -1 471吋 M料
品自)[叫吋 1811 761 291件叫 6114411 181弱1231 叫1.48~
7月 1叫吋吋 73148[ 61[ 叫 98[ 331 161 -1 -1吋
(ω伽却制日町)I 823 1 制 L/パぺ/パぺ L凶吋31 181 110 レつ/¥判 川
(&会詔2削)パ12.075 1 9蜘6臼4¥パ/つ 3.ω吋13ヰ~ 2部5レぺ/1 弱司|

94 | (ふ;L}喝包)1叫吋釘付'1 411幻27[ 叫 吋 1司91 一→|→→一→119ヰ
(;詔)1 叫ぉ~ 1431 401 3~ 971 1. 0701刈叫 31 ー1 91 叫1.77~
(弱)1吋幻611281 331 311 9~ 川61 叫吋 311 -1 -1吋凶4
(芸自)1 26~ 14~ 1281 831 161 501 吋 85126¥ -1 一|吋ぉ41 71 
ム自)¥吋刈吋 1531 301 12~ 1.0581 -1 -1 -1 -1 411 411 1.0991 
(組J吋判吋 661 471 叫 1.39~ 81刈 -1-1 161 22~ 山4
3月 114吋叫 561 311叫 5471 71 -1 71叫 -11451 6担
(25日)1 984 1 171 1/¥/1 1.吋 131 45 1/1/1 581 1.2叫
合計 |ω1¥2.231¥ 1.7821吋叫ωω|此730¥叫1.639¥則|判叫3.0231此7明
〈初日)い.882 1.525 レペ/¥5.4071 6~ 180 ¥/L/ぺ2451叫
総計11仏534 5.603 いω71 同 8 13.2681此吋
7月・3月合計欄の下段と8月欄は特別展入館者，高・大生は一般に含む。開館以来の累計144.421名

表2入館者の内訳 (7・8・3月の特別展入館者は除く)

年令別入館者数 職業別入館者数 住所区分

月 16 31 51 65 農林
建鉱製 設業造

卸小売
サービス 無職 市内 県内 県外15 30 50 64 漁業 公務員

4 |叫吋吋吋 371 
5 4~ 吋刈 434 
6 1 2671 2811 :271 503 152 181 
7 1 2321 2411 22~ 173 
9 |刈吋刈 205 
10 |吋吋~刈 439 
11 |寸叫吋吋 321 
12 1 -2411 3601 2061 _ 12~ 17~ 
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1 1 3221 3201 34~ 31 208 

2 吋叫吋 35 判 1.1821 284 

3 |判別1 1431 366 

合実数|仰い.86~ 3.477い• 1721 叫 351 5.24~ 1.7171 叩 81 2.4381 3.155 
叫叫幻~ 9.21 3.41 24.4 

割合
計 似 | 1009杉 1009杉

図

1 購入図書

古事類苑(吉III弘文館) 9冊 E封禄部，政治部ー・

二・三・四，法律部一・二・三，外交部〕

石田茂作仏教考古学論孜(恩文閣出版) (寺院編コ

末松保和博士古稀記念会古代東アジア史論集(吉川

弘文館 2冊【上・下巻〕

祖父江孝男文化人類学事典(ぎょうせい)

伊東俊太郎等講座比較文化(研究社)全8巻

藤木邦彦等体系日本史叢書(山川出版社)19冊 (1

• 2・3・5・6・7・8・9・11・12・13・14・

16・17・18・19・20・23・24:巻〕

ものと人間の文化史(法政大学出版局)11冊【5番匠

7塩 8はきもの 9城 13機械 17釣針 19農具

21蓮 24湿原祭杷 25日 27香料〕

杉山宏 日本古代海運史の研究(法政大学出版局)

羽原又吉 日本古代漁業経済史(ジャパンパプリッシ

ャーズ)

新民俗文化叢書(ジャパンパプリッシャーズ) 4冊〔

1古代史と民俗学 2南島の古歌謡 4日本の村落

共同体 5対馬古跡探訪〕

奈良国立博物館経塚遺宝(東京美術)

亀井南冥・昭陽全集(葦書房) 3冊c1・ 3・4巻〉

浅香年木 日本古代手工業史の研究(法政大学出版局)

日本原始美術大系(講談社) 2冊 (2・5巻〕

東洋胸磁大観11 ボストン美術館(講談社)

日本農書全集(社団法人農山漁村文化協会)4冊 (5

農事遺書・耕作早指南種稽歌・農業蒙訓・農隙所作

樹々寄帳 8家業伝 9家業考・農作自得集・神門

i出雲楯縫郡反新岡出情仕様番 13農業全書巻6~巻

11コ

書

日本史用語大辞典全2巻(柏書房)

中村孝三郎越後の石器(学生社)

斎藤忠 日本考古学史 日本歴史叢書倒(吉川弘文館〉

高裕愛朝鮮塔婆の研究(吉川弘文館)

石井則孝等 シンポジウム縄文貝塚の謎(新人物往来

社)

児玉幸多等地方史7 ニュアJレ(柏書房)全10巻

人類学講座編纂委員会編入類学講座6(雄山閣出版〉

賀川光夫宇佐(古川弘文館)

輿謝野寛等大隈言道全集上・下巻(日本古典全集刊

行会)

高田茂広能古島物語(能古歴史研究会)

司書会編加藤司書伝(司書会)

徳見光三長州捕鯨考(長門地方史料研究会)

多同穂波見島と鯨(見島と鯨編纂会)

森信夫編香椎町誌(香椎町役場)

御薗生翁甫大内氏史研究(山口県地方史学会大内氏

史刊行会)

筑後川農業水利誌編纂委員会編筑後川農業水利誌(

九州農政局筑後川水系農業水利調査事務所)

芦屋町誌編集委員会編芦屋町誌(芦屋町役場)

三松荘一編仙庄和尚(福岡協和会)

福本誠筑前誌(臨川書庖)

{中摩照久編 日本地理風俗大系第12・13巻(新光社)

渡辺測量編全国河川園・九州(経済安定本部)

大淵侍次郎編福岡博多市街地園(隈々堂書庖)

山本三生編 日本地理大系第9巻(改造社)

池内宏元宏の新研究1・2 (東洋文庫)

熊本県教育委員会編塚原熊本県文化財調査報告第
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16集(熊本県文化財保護協会) 2冊

橘昌信編大分県九重町二日市洞穴の調査・第 1~3

次(大分県玖珠郡九重町教育委員会)

重松敏美豊溺求菩提山修験文化孜(豊前市教育委員

会)

豊津町教育委員会幸木遺跡調査報告(豊津町教育委

員会)

別府大学考古学研究室編 シシ権現洞穴遺跡調査報告

(野津町の文化を育てる会)

村瀕時男編博多二千年(以文社)

2 原本複写図書

中山平次郎九州の二銅鐸

博多石築地考

西区橋本柴田茂作家系図

防府史談会周防の国街(以文社)

方城町史編集委員会編方城町史〔全〕・方城町史資

料〔全) (方城町)

三輪町教育委員会編三輪町史(三輪町役場)

永留久恵対馬の古跡(対馬郷土研究会)

鍋島直紹編鍋島藩窯の研究(平安堂)

春山育次郎平野国臣侍(平凡社)

福本誠黒田如水(東E堂書房)

日本分県地図53 地名総覧(人文社)

小川寿一宮崎安貞農業全書の書誌学的考察

梅原末治銅鐸の研究

3 受贈交換図書 (1978.4.1~1979.3.31)

〔福岡市コ

福岡市メッシュ統計一昭和50年事業所統計調査結果一

福岡の工業昭和52年工業統計調査結果

〔福岡市教育委員会〕

史跡元窓防塁保存管理計画策定報告書

福岡市西区四箇周辺遺跡調査報告書(2) 福岡市埋蔵文

化財調査報告書第47集〔付別冊〕

席回遺跡群調査概報E 第2次発掘調査 福岡市埋蔵

文化財調査報告書第46集

明法寺榊文書

【福岡県教育委員会〉

九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告 15冊(

X¥lII. XlX・ XX・XXI・XXlI・xxm.
XXIV. xxv. XXVI) 
特別史跡太宰府跡環境整備事業実施報告書

特別史跡大野城跡環境整備事業実施報告書

筑前国分寺一昭和52年度発掘調査概要一

山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告 6冊(第5集・

第6集・第7集)

昭和51・52年度山陽新幹線関係埋蔵文化財調査概報

〔福岡市美和台公民館】

公民館活動を軸とする住民の意識と行動調査

〔福岡市民図書館〉

福岡市民図書館筑紫豊氏寄贈資料目録必1

〔福岡県文化会館〕

福岡県古文書等緊急調査報告(行橋市・京都郡)

〔福岡県文化財資料集刊行会〕

史蹟名勝天然記念物調査報告書第13輯史蹟の部

福岡豚史蹟名勝天然記念物調査報告書第14輔 元主主史

蹟(地之巻)

〔九州歴史資料館コ

太宰府史跡昭和52年度発掘調査概報

九州歴史資料館研究論集4

九州歴史資料館年報昭和52，年度

建る遠の朝廷太宰府展発掘10周年記念

太宰府古瓦拓影

〔歴史と自然をまもる会〕

ふるさとの自然と歴史 9 冊 (83 ・ 84 ・ 87 ・ 88 ・ 90~

94号〕

〔福岡部落史研究会〕

部落解放史・ふくおか 7 冊 (6 ・ 8~13号〕

〔福岡考古懇話会〕

福岡考古懇話会々報 2冊〔第8・9号〕

〔博多を語る会】

大正の博多記第一・二部

〈福岡地方史談話会コ



福岡地方史談話会会報 12冊〔創刊号・ 7""9・11""

18号〕

〔財団法人太宰府顕彰会】

図録太宰府天満宮

E福岡協和会コ

最新福岡市地図

〔九州大学附属図書館〕

九州大学附属図書館報「図書館情報J3冊【通巻 110

""112号〕

〔博多人形増屋〉

博多人形のしおり

E石橋財団 ブリヂストン美術館コ

プリヂストン美術館・久留米石橋美術館館報

プリヂストン美術館収蔵作品目録

〔久留米市教育委員会〕

筑後国分寺跡(1)久留米市文化財調査報告書第18集

正福寺遺跡福岡県久留米市国分町字日渡所在遺跡の

調査

昭和52年度東部土地区画整理事業関係埋蔵文化財調査

概報久留米市文化財調査報告書第19集

東諸富遺跡久留米市文化財調査報告書第17集

【飯塚市教育委員会〕

池田横穴群 飯塚市大字蔀回東所在横穴群発掘調査報

告

〔甘木市教育委員会】

神蔵古境甘木市文化財調査報告第3集

〔甘木市史跡調査会〕

柿原野田遺跡

【豊前市教育委員会〕

求菩提山第三次の調査

E大野城市教育委員会〕

中・西コモリ遺跡大野城市文化財調査報告書第2集

E方城町教育委員会コ

方城町文化財調査報告書迫・野添石棺墓群，平原横

穴墓，久留守出土キリシタン聖物

E芦屋町教育委員会〕

山鹿城祉の中世火葬墓

〔宮田町役場コ

宮田町誌上巻

〔新吉富村教育委員会コ

中桑野遺跡新吉富村文化財調査報告書第3集

〔香春町教育委員会〉

香春岳遺跡群調査概報第二次調査

〔岡垣町教育委員会〕

片山古墳群岡垣町文化財調査報告書第3集

〔大任町教育委員会〕

狐塚古墳群E 大任町文化財調査報告書第2集

〔津屋崎町教育委員会】

奴山5号古墳

〔大平村教育委員会コ

上ノ;青島古墳群大平村文化財調査報告書第1集

〔那珂川町教育委員会コ

那珂川の地名考前編

E須恵町立歴史民俗資料館コ

須恵町の文化財1

日ヒ九州市立歴史博物館〕

15 

北九州市立歴史博物館年報1 一昭和50・51年度一

〔北九州市立美術館〕

美術の森北九州市立美術館ニュース17

〈北九州市教育委員会〕

大道遺跡北九州市文化財調査報告書第2喋

力丸遺跡北九州市文化財調査報告書第26集

広寿山福衆寺所蔵品目録北九州市文化財調査報告書

第27集

貝島古墳群北九州市文化財調査報告書第28集

〔佐賀県立博物館〕

古代のくらしのなかの器展一九州の弥生・古墳時代一

古唐津一肥前陶器の歴史と美を採るー

庚申堂塚調査報告書佐賀県立博物館調査研究書第4

集 2冊

佐賀県立博物館報 3冊(Al39・116:40・Al42)

昭和52年度佐賀県立博物館年報J仮8

〔佐賀大学教育学部〉

研究論文集第26集I・E

E大分市教育委員会コ

豊後国分寺跡昭和51年度発掘調査概報

〔宇佐市教育委員会〕

宇佐地区圃場整備関係、発掘調査概報

法鏡寺跡発掘調査概報2

〈臼杵市教育委員会〕
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臼杵石仏群地域遺跡I一昭和51年度発掘調査概報一

日杵石仏群地域遺跡E一昭和52年度発掘調査概報-

E竹田市教育委員会〕

菅生台地と周辺の遺跡大分県竹田地区土地改良事業

関係遺跡群予備調査概要E

菅生台地と周辺の遺跡竹田市小園遺跡B地区発掘調

査概報IV 2冊

【大野町教育委員会】

大野原台地の遺跡大分県大野原地区土地改良事業関

係遺跡群予備調査概要E

〔日岡市教育委員会〕

自国文化21

〔淡窓会〕

敬天第7号

〔大分県立芸術会館〕

昭和52年度大分県近世美術(書画)所在調査報告書

〔別府大学付属博物館〕

別府大学付属博物館記念特別展 日本の縄文土器展

別府大学付属博物館展示資料図録

〔別府大学博物館学課程〕

別府大学博物館研究報告必3

E熊本県教育委員会〕

高橋南貝塚熊本県文化財調査報告第28集

〔熊本県宇土市教育委員会〕

向野田古墳宇土市埋蔵文化財調査報告書第2集

〔熊本県立美術館3

熊本県立美術館年報昭和51年度・昭和52年度

〔熊本県・谷頭遺跡調査団〕

谷頭遺跡1978

〔熊本大学法文学部考古学研究室コ

頭地下手遺跡研究室活動報告 E

桑鶴上橋遺跡研究室活動報告2

高文遺跡研究室活動報告3 2珊

タチバナ遺跡研究活動報告4

〔九州電力也熊本支r.!i)

中後迫遺跡調査報:告

E長崎県教育委員会コ

原の辻遺跡 <m) 長崎県壱岐郡所在助弥生遺跡

長崎県埋蔵文化財調査集報I 長崎県文化財調査報告

書第3喋 2冊

星田原遺跡長崎県文化財調査報告書第38集 2冊

原の辻遺跡長崎県文化財調査報告書第37築

【長崎市教育委員会〕

曲崎古墳群調査報告書 2冊

E長崎市立博物館〕

長崎市立博物館々報第8号

【佐世保市教育委員会〕

三川内古窯跡群緊急確認調査報告木原地蔵平窯跡の

発調調査

〔吾妻町教育委員会〉

杉山古墳調査報告書

〔厳原町教育委員会コ

宗家文庫史料目録(日記類)

〔対馬郷土研究会〕

対馬風土記第14号

〔長崎県立対馬歴史民俗資料館】

長崎県立対馬歴史民俗資料館開館式典

長崎県立対馬歴史民俗資料館

対馬資料館報創刊号

〔長崎県立美術博物館〉

長崎県立美術博物館だよりAi:40

〔国見高等学校社研部コ

社研都報告第11号 西北九州における縄文後晩嬬埋葬

域成立の意義を探る一特に筏遺跡を中心としてー

〔鹿児島県総務部明治百年記念館建設調査室コ

鹿児島県明治百年記念館建設調査室だより 2冊

(VoJ7 必2，Vo17 Ai3) 

E財団法人鹿児島県育英財閏3

鹿児島の自然海と陵地編本でみる博物館第2集

〔那覇市教育委員会〕

那覇市の文化財

E読谷村立歴史民俗資料館コ

読谷村立歴史民俗資料館報J阪3

E山口県教育委員会〕

朝岡墳墓群E 山口県埋蔵文イ樹調査報告書第37集

大崎東谷1号墳 山口県埋蔵文化財調査報告第38集

追迫遺跡調査報告 山口県埋蔵文化財調査報告第39集

才谷古墳 山口県埋蔵文化財調査報告第40集

三太屋敷跡 山口県埋蔵文化財調査報告第41集

坂手沖尻遺跡・惣の尻遺跡 山口県埋蔵文化財調査報



告第42集

下右田遺跡 山口県埋蔵文化財調査報告第43集

萩焼古窯2 山口県埋蔵文化財調査報告第44集

〔防府市教育委員会〕

周防国街一南限地域ーの調査

周防国府一北限地域一発掘調査報告書

防府の文化財

〔阿知須町教育委員会〕

引野遺跡・丸塚古墳 山口県吉敷郡阿知須町引野遺跡・

丸塚古墳第二次発掘調査報告

〔下関市教育委員会〉

長門国府 長門国府周辺遺跡調査報告

〔山口県文書館〕

山口県文書館研究紀要第5号

山口県文書館地方調査員調査報告5 山口県内所在史

料目録第5集

〔下関市立大学〕

下関商経論集第21巻第3号

下関市立大学論集第22巻第l号

〔東行庵コ

東行庵だより 4 冊()伝 2~5)

〔広島県教育委員会〕

神辺御領遺跡第2次発掘調査概報

大宮遺跡第1次発掘調査概報

〔広島市公文書館〕

広島市公文書館紀要第1号

〔広島県草戸千軒町遺跡調査事務所3

草戸千軒町遺跡ー第18~20吹発掘調査概要一

草戸千軒ー掘り出された中世の町

〔広島県草戸千軒町遺跡調査研究所〕

草戸千軒 3 冊(Æí:66~88)

〔広島大学文学部帝釈峡遺跡群発掘調査室〕

広島大学文学部帝釈峡遺跡群発掘調査室年報I

E岡山県立博物館〕

研究報告1

〔津山洋学資料館】

久原綿弦書簡集 津山洋学資料第3集

目で見る津山の洋学津山洋学資料第4集

〔市立津山郷土館〕

津山における心学史料〈上〉 津山郷土館報第11集

17 

〔島根県立八雲立つ風土記の正資料館コ

八雲立つ風土記の丘 4冊(必28・29合併号. 31~33) 

7輔別展「古代の石見J展示図録

〔松江考古学談話会〕

松江考古昭和52年のあゆみ創刊号

〔兵庫県立西播文化会館〕

清流兵庫県立西矯文化会館広報 2冊(第十7号)

〔香川県教育委員会〕

瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財予備調査報告 (0

瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査概報(1)与島西

方遺跡

〔瀬戸内海歴史民俗資料館〕

考古資料収蔵目録I 縄文時代編 図版解説付

瀬戸内海及び周辺地域の漁掛用具と習俗

瀬戸内海歴史民俗資料館だより第7号

〔松山市教育委員会】

松山のむかし話民話

〔城川町教育委員会〕

中津川洞 第E次発掘調査概報

〔徳島県博物館〉

昭和53年度要覧

〔高知県立郷土文化会館〕

吾川郡春野町資料調査報告書

〔大阪市立博物館〕

特別展水底の謎をさぐる 水中考古学

大阪市立博物館報J係17

〔大阪城天守閣特別事業委員会〉

お化けの浮世絵展南木コレクションシリーズAi:4

特別展覧会桃山の武器武具夏の陣図扉風の世界

〔大阪城天守閣〕

大阪城天守閣所蔵資料目録大阪城天守閣紀要別冊

大阪城天守閣所蔵資料目録(続)昭和42.4.1 ~昭和

48.3 .31 

特別展秀吉と豪商

大阪城天守閣紀要第6号

〔高槻市教育委員会〕

高槻市文化財調査報告書第11冊郡家今城遺跡発掘調

査報告書(1.H) 2冊

〔車塚古墳調査会〕

昼神車塚古墳発掘調査概要(現地説明会資料)
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〔京都府立総合資料館コ

資料館紀要第6号

E京都国立博物館〕

特別展覧会 日本の家明考古資料にみる日本文化の

東と西

〔財団法人古代学協会コ

平安京跡研究調査報告第4輯西賀茂瓦窯跡

E財団法人京都市埋蔵文化財研究所〕

長岡京跡発掘調査報告京都市埋蔵文化財研究所調査

報告E

常盤沖ノ町集落跡発掘調査報告京都市埋蔵文化財研

究所調査報告E

平安京跡発掘調査概報京都市埋蔵文化財研究所概報

集1978-H 

E鳥羽離宮跡調査研究所〕

史跡西寺跡

C京都大学埋蔵文化財研究センターコ

京都大学構内遺跡調査研究年報昭和52:年度

京都大学埋蔵文化財調査報告第1冊一京大農学部遺跡

BG36区一

〔同志社大学学術調査委員会〉

同志社大学校地学術調査委員会調査資料 2冊(Ao:12・

13) 

同志社キャンパス内出土の遺構と遺物 同志社校地内

埋蔵文化財調査報告資料編E

E同志社大学博物館学芸員課程〕

同志社大学博物館学年報第10号

〔京都科学標本株式会社〉

京都科学標本株式会社30年のあゆみ

〔滋賀県教育委員会】

湖西道路関係遺跡調査概要

矢橋沖浄化ゼンター建設に伴う発掘調査報告

北陸自動車道関連遺跡発掘調査報告書町

久野部遺跡発掘調査報告書一七ノ坪地区一

ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書 2冊 CIV-1 • IV 

-H) 

〔草津市教育委員会コ

草津市文化財調査報告書2 花摘寺跡発掘調査報告I

〔静岡市立盆呂博物館〕

特別展茶生活の中の道具

〔浜松市教育委員会コ

伊場遺跡遺物編1 別冊図版

国鉄浜松工場内遺跡発掘調査概報E

〔沼津市教育委員会〕

藤井原遺跡発掘調査報告書I 遺構編沼津市文化財

調査報告第13集

〔沼津市歴史民俗資料館コ

沼津市歴史資料館紀要2

〔奈良国立文化財研究所〕

飛鳥藤原宮発掘調査報告E

平城宮発掘調査報告租

奈良国立文化財研究所年報1978

埋蔵文化財ニュース17 2冊

〔奈良県立橿原考古学研究所附属考古博物館コ

大和考古資料目録6

〈千塚資料館〕

新沢千塚の遺宝橿原市千塚資料館開館記念

【和歌山県教育委員会】

紀の川用水建設事業IC伴なう発掘調査報告書

那賀郡岩出町根来寺坊院跡発掘調査概報I

西庄地区遺跡発掘調査概報I

【和歌山県立紀伊風土記の丘管理事務所〕

紀伊風土記の丘年報第5号

E天音山・道成寺〕

道成寺発掘調査報告1

〔名古屋市教育委員会〕

名古屋市蓬左文庫図書分類目録

名古屋市蓬左文庫古文書古給闘目録

〔名古屋市博物館〕

名古屋市博物館常設展示概要歴史への招待

名古屋市博物館研究紀要第1巻昭和52年度

名古屋市博物館だより第6号

名古屋市博物館年報必1

〔豊田市郷土資料館〕

豊田市郷土資料館収蔵品図録I 豊田市郷土資料館報

告13

豊田市埋蔵文化財調査集報第5集豊田市郷土資料館

報告14

高橋遺跡第8次発掘調査概報豊田市郷土資料館報告

15 



【南山大学人類学研究所3

人類学研究所紀要 2冊(第7・8号)

E茅野市教育委員会コ

ょせの台遺跡ー埋蔵文化財緊急発掘調査報告書-

E富士見町教育委員会】

曽利第三・四・五次発掘調査報告書

【鎌倉市教育委員会コ

鎌倉地方造像関係資料一第8集補遺編(3)ー鎌倉国宝

館論集

。"崎市教育委員会コ

川崎市多摩区黒川東遺跡発掘調査概報

川崎市多摩区潮見台遺跡B地点発掘調査報告書

(}fI崎市地質調査研究所】

多摩丘陵・柿生泥岩層の模式地「柿生M点」の地層と

員化石

〈横須賀市博物館コ

横須賀市博物館館報必24

横須賀市博物館資料集 2冊(第1・2号)

横須賀市博物館研究報告(人文科学) 2冊(第21・22

号)

E根岸競馬記念公苑コ

絵画にみる鎌倉武将と馬展

【財団法人馬事文化財団コ

競馬記念館(根岸競馬記念公苑)

C埼玉県教育委員会〕

稲荷山古墳出土鉄剣金象依銘概報

仁埼玉県立さきたま資料館】

資料館報Ao:9

E浦和市立郷土博物館〕

浦和市立郷土博物館研究調査報告書第5集

浦和市立郷土博物館館報 2冊(第11・12号〉

特別展鳳淘閣百年

E埼玉新聞社出版局コ

稲荷山古墳ー鉄剣が都めた古代の謎-

E群馬県立博物館〕

群馬の小正月ツクリモノ 群馬県立博物館研究報告第

12・13集

群馬県立博物館報 2冊 (21号，昭和問年度臨時号}

群馬県地域における弥生時代資料の集成I 群馬県立

博物館研究報告知蝶

【千葉県立房総風土記の正コ

千葉県立房総風土記の丘年報2

E千葉市教育委員会コ

78千葉市の社会教育

〈五島美術館】

日本の陶硯

〈東京都教育委員会】
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都内横穴墓緊急調査集録東京都埋蔵文化財調査報告

第5集

〈町田市立博物館】

江戸小袖展

E東京国立博物館3

日本出土の中国陶磁

【宮内庁書陵部コ

書陵部紀要第29号

E武蔵岡遺跡調査会】

東京都町岡市武蔵岡遺跡-1977年度調査-

E古文化財科学研究会】

古文化財の科学 2冊(第22・23号)

【憲政記念館コ

憲政史特別展第2回展示目録

〔文化庁〕

国立歴史民俗博物館 1978 

Eなすな原近隣遺跡調査会コ

なすな原近隣遺跡調査報告書 1978 

E上総国分寺台発掘調査団〕

祇園原貝塚上総国分寺台発掘調査概要V

〈宮城県教育委員会コ

宮城県文化財発掘調査略報(昭和5持度分)宮城県文

化財調査報告書第53集

E仙台市博物館〕

仙台市博物館年報第5号昭和5持度

仙台市博物館だより必27

C東北歴史資料館コ

東北歴史資料館研究紀要第4巻

年報昭和52年度

ろばたとくらし館報第10号

多賀城と関連遺跡

E南方町教育委員会コ

長者原員塚南方町文化財調査報告書第1集
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E秋田県立博物館〕

博物館利用の手引き

生徒と先生のための博物館学習

秋田県立博物館研究報告第3号

武'$一郎コレクション図録

天野源ーコレクション図録一考古図録第4集一

秋田県立博物館博物館ニュース必4

〔山形県教育委員会コ

山形県高島町大立洞穴第三次調査概報

〔新潟県教育委員会〕

国道 116号線埋蔵文化財発掘調査報告書新潟県埋蔵

文化財調査報告書第14集

長岡ニュータウン遺跡調査報告書E 新潟県埋蔵文化

財調査報告書第13集

〔石川県立郷土資料館〕

郷土資料館だより第30号

〔旭川市立旭川郷土博物館〕

市立旭川郷土侍物館所蔵品目録羽

アイヌ文化の森“伝承のコタン"年報E

市立旭川郷土博物館月報 (Vo)9 A6. 1 ~Vo) 13A6. 8) 

市立旭川郷土博物館研究報告第12号

市立旭川郷土博物館だより必35・A6.36

〔法政考古学会〕

法政考古学第1集

〔青山学院大学文学部史学研究室〕

青山史学第5号

E国学院大学考古学資料館〕

国学院大学考古学資料館要覧 1975 陶磁器

国学院大学考古学資料館要覧 1976 関東の古墳時代

文化

〔日本大学史学会〉

史叢 2冊(第el・22号)

〔駒沢大学考古学研究室〕

東京・上之台遺跡先史11

〔財団法人観光資源保護財団〕

日本ナショナルトラスト報第109・110号

〔国際電信電話KK.)

21世紀への展望一国際通信未来像ー

〔明治図書出版〉

人権一差別からの解放一双書部落解放1

〔筑摩書房】

明治大正図誌15 九州

〔講談社〕

日本原始美術大系 2冊(第2・5巻)

C文献出版〕

筑前園績風土記附録(下巻)

博多と仙屋

西南地域史研究第2輯特集一薩摩藩の諸問題

〔平凡社コ

北条時宗 日本を創った人びと9

太陽 78.7月号

〔繭山龍泉堂〕

龍泉集芳 2冊(1. 1) 

〔毎日新聞社〕

倭国の大乱 日本史の謎と発見2

〔忠敬堂〕

忠敬堂郷土史料集第1輯

(INTERNATIONAL EXHIBITIO-

NS FOUNDATIONコ

FOLK TRADITIONS IN JAPAN-

ESE ART 

〔在日本朝鮮人科学者協会コ

朝鮮学術通報 (Vol.X V A6.1 -Vol. X V A6. 6) 

〔東亜大翠校博物館〕

澗川稽樹皇古墳群発掘調査報告書

〔中華人民共和国故宮博物館】

故宮博物館

〔原因徳彦氏〕

大蔵姓原田氏系譜稿大蔵姓原田氏史料附録

〔母里嘉久氏・徳永安喜氏】

徳永庸随想録励ーその足跡ー

〔牛尾準一氏〕

細川家縁起録
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報 償費

旅費

費用弁償

普通

印刷消耗品質

光熱水質

食糧費

158 資料館協議会委員，日本博物

館大会参加

156 日本博物館大会，博物館研修

会

507 PR用刊行物，一般事務用品
新聞雑誌，消毒用薬品，電球

鐙光管，スライド用ランプ，

施設管理用消耗品，薬品

2.671 電気，ガス，水道，燃料

87 歴史資料館協議会，来客用，

展示資料借用交渉

修 繕 料 430 展示ケースガラス，電気配線

照明灯，借用資料等修理

役 務 費 960 電話料，郵便料，火災・対人

・対物保険料

委 託 料 14.169 空調保守，警備，受付，清掃

電気，電話機，冷暖房保守，

非常通報機保守，消防設備保

守，鳩害防除等

自動車借上料

借損料

工事請負費

備品購入賞

負担金補助

及び交付金

190 資料館協議会会場借上，植木

鉢借上

420 館案内板設置，雨水桝設置及

ぴ排水管布設工事

55 図書

64 日本博物館協会，九州博物館

協議会，歴史資料保存利用機

関連絡協議会，日本博物館協

会特別臨時負担金

(単位千円)

福岡市立歴史資料館条例に基づく特別展観覧料

特設展開催IC伴う図録売払収入

私用電話通話料

事 費業

2.286複製品・パネル原図作製・資料分類整理
作業補助，資料実測作業補助，資料復元

補強原図作成作業補助，特設展ポスター

・図録発送，売札，場内監視，資料展示

陳列及び撤去

3.005 資料寄贈謝礼，資料複製・パネル製作指

導原稿，鑑定評価委員・歴史資料調査委

員謝礼

421 資料借上・寄贈・寄託交渉，複製品の検

分，資料運搬，各地博物館調査

4.057 パンフレット. DPE. 乙ん包材料，特

設展招待券，入場券，ポスター，文具類

展示品図録，フィルム，年報，研究報告

図録

56 複製品・パネル製作指導会議用，歴史資

料調査委員会議用

220 案内状・パンフレット・年報・図録・研

究報告発送用，各種連絡用切手

7.080 複製品・パネル・題せん・展示用具製作
ポスター・入場券等デザイン，看板製作

資料復元補強，古文書等裏打ち表装，ス

ライド製作

451 展示・寄託・調査資料・購入資料運搬用

330 展示資料借上，会議場借上

6.132収蔵棚，資料保存収蔵箱，図書，製図器
文化財購入，スライド映写装置

計 24.038 44.340 20.302 
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福岡市立歴史資料館条例 (雲市??f3号)

(設置)

第1条 福岡市及びその周辺の歴史に関する資料(以

下「資料」という。)の保存と活用を図り，もって

市民文化の向上Iζ資するため，福岡市立歴史資料館

(以下「資料館」という。)を福岡市中央区天神ー

丁目に設置する。

(事業)

第2条 資料館は，次の各号に掲げる事業を行なう。

(1)資料の収集，整理及び保存iζ関するとと。

(2) 資料を市民iζ展示し，公開するとと。

(3) 資料の専門的調査研究を行なうとと。

(4) 前各号に掲げるもののほか，資料館の設置の目

的達成IC必要なとと。

(職員)

第s条 資料館に館長その他必要な職員を置く。
(観覧料)

第4条 資料館に展示した資料の観覧料は，徴収しな

b、。

2 前項の規定にかかわらず，資料館に特別の展示を

したときは，教育委員会は，その実費相当額の範囲

において観覧料を徴収することができる。

(入館の制限)

第5条 教育委員会は，次のいずれかに該当する者に

対し入館を拒み，又は退去を命ずることができる。

(1) 資料館の管理上必要な指示又は指導IC従わない

もの

(2) 資料館の管理上支障があると認められるもの

(資料の貸出し)

第B条 教育，学術若しくは文化iζ関する機関若しく

は団体又は学術研究のために特に資料を利用しよう

とする者は，教育委員会の許可を受けて資料の貸出

しを受けることができる。

2 前項の貸出しは，資料の保管について安全が確保

できると認められる場合に限り行なうものとする。

(損害賠償)

第7条 資料の観覧者又は貸出しを受けた者がその責

IC帰すべき理由により資料館の建物若しくは施設又

は資料を破損し，滅失し，又は汚損して本市IC損害

を与えたときは，乙れらを原状K復し，文はその損

害を賠償しなければならない。

(協議会)

第B条資料館IC福岡市立歴史資料館協議会(以下「

協議会」という。)を置く。

2 協議会は，資料館の遼営IC関し館長の諮問IC応ず

るとともに，館長に意見を述べるものとする。

3 協議会の委員の定数は， 20.人以内とし，次の各号

!C掲げる者のうちから教育委員会が任命する。

(1) 学校教育及び社会教育の関係者

(2) 学識経験者

4 前項の委員の任期は， 2年とする。ただし，補欠

委員の任期は，前任者の残任期間とする。

5 委員は，再任されるととができる。

(委任)

第S条 乙の条例iζ定めるもののほか，資料館の管理

IC関し必要な事項は，教育委員会規則で定める。

附 員。

乙の条例は，昭和47年11月16日から施行する。

福岡市立歴史資料館条例施行規則(里霧装品卸鵠)
改正昭和50..一教鏡員胞5.
昭和53.一教規則13

(趣旨)

第1条 ζの規則は，福岡市立歴史資料館条例(昭和

47年福岡市条例第74号。以下「条例」という。)の施

行に関し必要な事項を定めるものとする。

(組織)

第2条 福岡市立歴史資料館(以下「資料館」とい

う。)の事務を行なうため，資料館に管理係を置く。

(職員)

第3条資料館lζ館長，係長，吏員その他の職員を置

く。



2 前項の職員のほか，特定事務を担当させるため，

資料館に文化財主事を置くととが出来る。

3 館長，係長及び文化財主事は吏員のうちから命ず

る。

4 館長及び係長は，上司の命を受けて資料館又は係

の事務を掌理し，所属職員を指揮監督する。

5 文化財主事は，上司の命を受けて担当事務を処理

する。

6 吏員その他の職員は，上司の命を受けて分担する

事務を処理する。

(職務権限の代行)

第4条館長に事故ある場合又は館長が欠けた場合IC

おいて，特IC事務取扱者を命じないときは，係長が

その係に属する事務について館長の職務権限を代行

して行なう。ただし，重要又は異例な事務について

は，文化部長の指揮を受けなければならない。

2 前項の規定により館長の職務権限を代理して行な

う者がないときは，文化部長が行なう。

(開館時間)

第E条資料館の開館時聞は，午前9時から午後5時

までとする。ただし，教育長は，必要があると認め

る場合には，乙れを変更する乙とができる。

(休館日)

第B条資料館の休館日は，次のとおりとする。ただ

し，教育長は必要と認める場合ICは，乙れを変更

し，文は臨時lζ休館するととができる。

(1) 毎週月曜日

(2) 12.月28日から翌年1月3日まで

(入館者の心得)

第7条資料館iζ入館する者は，次の事項を守らなけ

23 

ればならない。

(1) 所定の場所以外の場所で飲食し，喫煙し又は火

気を使用しないとと。

(2) 騒音を発する等他人に迷惑を及ぼす行為をしな

いとと。

(3) 危険物又は動物を持ち込まないこと。

(4) 職員が行なう管理上必要な指示又は指導に従う

乙と。

(貸出)

第B条条例第6条第1項の規定による資料の貸出を

受けようとする者は，福岡市立歴史資料館資料貸出

許可申請書(様式第1号)を教育長に提出しなけれ

ばならない。

2 条例第6条第1項の規定による資料の貸出の許可

は，資料貸出許可書(様式第2号)を交付して行な

う。

(寄贈等)

第'条資料館IC資料を寄贈し又は寄託しようとする

者は，教育委員会lζ申し出なければならない。

2 寄託を受けた資料の貸出しは，寄託者の承認を得

て行なうものとする。

(委任)

第1闘を との規則の施行IC関し，必要な事項は，教育

長が定める。

附則

乙の規則は，公布の日から施行する。

附則(昭和50年7月24日教規則第25号〉

ζの規則は，公布の日から施行する。

附則(昭和53年4月1日数規則第13号)

乙の規則は，公布の日から施行する。
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資 料館平面図

地階平面図
面 積

地階 218.8m' 

階 212.9m' 

2 階 17l.6m' 

3 階 25.5m' 

倉 庫 1l.6m' 

便所 14.5m' 

図書室 16.6m' 

展示室

1階平面図
ノ品 も 日~ l L-

第 1展示室 78.3m' 

第2展示室 15.7m' 

第3展示室 3l.7m' 
llI/iI1. 

第4展示室 19.2m' 第 l展示室 ~I 
第5展示室 19.5m' 

第6展示室 67.9m'

収蔵庫面績 36.7m'

通路

2階平面図

3階平面図

第6展示室
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